
 

 
 

 

【韓国】 総合指数は週間で 0.3％安と反落、新型コロナ懸念で今週も上値重いか 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 0.3％安と反落した。週明け 22 日は前週末比 0.7％安と反落。新型コロナウイルスの感染再拡大へ

の警戒感が広がる中、6 月 1－20 日の輸出額が前年同期比で 7.5％減少したことが嫌気された。23－24 日は上昇。米中

貿易合意に関するトランプ米大統領のツイートや北朝鮮が韓

国に対する軍事行動計画の延期を決めたとの報道が好感され

た。25日は IMFによる世界経済見通しの下方修正が投資家心

理を悪化させたほか、韓国政府がキャピタルゲイン税の対象を

拡大すると提案したことも嫌気され、2.3％安と 3 日ぶりに反

落した。今週も上値の重い展開か。世界各地で新型コロナの感

染拡大が続いているほか、米中貿易摩擦や朝鮮半島情勢が懸念

材料。今週は 7月 1日に 6月の貿易統計が発表される予定。 

 

【ロシア】 RTS指数は 0.2％安と反落、今週は原油や欧米株価に左右される展開か 

先週の動き／今週の展望 

RTS株価指数は週間で 0.2％安と反落。週前半は続伸したが、原油相場の反落や IMFの成長率見通し引き下げを受け

て週後半に失速した。週前半は原油高、ルーブル高、欧州の経済活動再開を好感し堅調に推移。指数は 23日まで 3日続

伸し、一時的に 6 月 10 日以来の高値となる 1282.95 ドルまで

上昇した。ただ、24日の休場を挟んで週後半は原油相場の反落

や IMF の世界経済成長見通しの引き下げ、米国などでのコロ

ナ感染再拡大などを受けて反落。RTS指数は前週末の水準を割

り込んで週を終えた。個別では産金のポリュス・ゴールドが

6.1％高、資源の GMKノリルスクニッケルが 3.5％高となった

一方、エネルギーのノバテクが 3.2％安、タトネフチが 2.4％安

と下落した。今週は原油相場や欧米株価をにらんだ展開か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は 1.9％安と反落、今週も米国のコロナ感染再拡大が重

しか 

先週の動き／今週の展望 

VN指数は週間で 1.9％安と反落。前週の上昇のけん引役となった不動産セクターで利益確定売りが強まったほか、欧

米株安を受けて金融などの時価総額上位銘柄も売られ、23日から 4日続落した。指数は前週末の流れを受けて週初の 22

日に続伸してスタートしたが、23日はビングループなどの不動

産株が利益確定売りに押され、指数は 4日ぶりに反落した。24

日は幅広いセクターに利益確定売りが広がり、25日も欧米株安

を受けてセンチメントが悪化。26日も大型株中心に売られ、指

数は 4日続落となった。個別では不動産のビングループが 6.0％

安、金融のベトナム投資開発銀行が 3.7％安、ベトインバンク

が 3.4％安、ベトコムバンクが 2.5％安と指数を押し下げた。今

週は米国などでのコロナ感染の再拡大が引き続き重しか。 
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【インドネシア】 
【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 0.8％

安、新型コロナウイルスの感染者数増加を嫌気 

ジャカルタ総合指数は週間で 0.8％安と反落。国内の重要イ

ベントが少ない中、不安定な値動きが続いた。週初の 22 日は

金融株が指数下落を主導し反落。23日も売り優勢の展開が続い

たが、24日は前日の NYダウが貿易問題を巡る米中関係の悪化

懸念の後退を受けて続伸した流れを引き継ぎ、前日比 1.8％高

と反発した。一方、25日は国内の新型コロナウイルスの累計感

染者数が 5 万人を超えたことが嫌気され、前日比 1.4％安と反

落。ただ、26日には小幅に買い戻されて取引を終えている。今

週は 1日に 6月の CPIが発表される予定。外部要因では中国の

6月の公式製造業PMIと財新製造業PMIが焦点になりそうだ。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

1,160

1,220

1,280

1,340

1,400

1,460

6/266/176/85/275/185/74/234/14

[SET/day (2020/4/14 - 2020/6/26)]

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

1.2％安、7月 10日に総選挙実施へ 

ストレーツタイムズ指数は週間で 1.2％安と 3 週続落。週末

の反発が下げ幅を縮めた。22日は方向感に乏しく小幅ながら 3

営業日続落。一方、23 日は、国会が解散され、7 月 10 日に総

選挙が実施されるとの発表が買い材料視されて反発した。た

だ、24 日に反落すると、25 日は新型コロナウイルスの世界的

な感染者数増加が嫌気され、指数は終値で前日比 1.5％安と

2600 ポイントを割り込んだ。26 日は 5 月の鉱工業生産が前年

同月比 7.4％減と 3 カ月ぶりに前年同月の水準を下回ったもの

の影響は小さく、この水準を回復して引けている。今週は 3日

に 5月の小売売上高と 6月の製造業 PMIが発表される予定。 

 

【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 3.0％安、中央銀

行が今年の経済成長率見通しを下方修正 

SET指数は週間で 3.0％安と 3週続落。買い材料に乏しく、

さえない値動きだった。週初の 22 日は、前週末に中央銀行が

商業銀行に対し、コロナ禍での資本維持を目的として中間配当

の支払い凍結と自社株買いの停止を要請した影響で金融株が

売られ、指数は前営業日比 1.4％安と 3日続落。23日は反発し

たが、24日は中央銀行が今年の経済成長率の見通しを下方修正

したことが嫌気され、前日比 1.7％安と反落した。週後半は 25

日に前日の NY ダウが大幅反落した流れを引き継ぎ続落した

が、26 日は買い戻されて取引を終えている。今週は 29 日の 5

月の鉱工業生産に続き、3日には 6月の CPIが発表される予定。 

 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

1.3％安、ゴム手袋メーカーに超過利潤税適用の憶測で売り 

クアラルンプール総合指数は週間で 1.3％安と 3 週続落。軟

調な値動きが続き、週後半は終始 1400 ポイント台での取引と

なった。22 日は引け際の買い戻しが奏功し続伸。ただ、23 日

に反落すると、その後も買い材料に乏しく売り優勢の展開が続

いた。25日は世界銀行がマレーシアの今年の GDP成長率の見

通しを前年比 3.1％減に下方修正した影響で売られ、終値で 8

営業日ぶりに 1500ポイントを割り込んだ。26日はゴム手袋メ

ーカーに対し、超過利潤税が課税されるとの臆測が広がり、ト

ップ・グローブとハルタレガが指数下落を主導。結局、4 日続

落して引けた。今週は 29日発表の 5月の貿易統計が焦点。 
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